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(57)【要約】
【課題】超音波テクノロジーを用いた３Ｄ／４Ｄ画像に
対してコントラスト撮像を適用し診断の確度及び効率を
向上させるためのシステム及び方法を提供する。
【解決手段】コントラスト強調薬剤により３Ｄ及び／ま
たは４Ｄ超音波画像を強調させており、この際超音波装
置（１１０）により超音波画像データを収集すると共に
、プロセッサ（１３０）によって該超音波画像データを
コントラスト強調薬剤を用いたコントラスト強調３Ｄ及
び／または４Ｄ画像に変換する。様々な別の実施形態は
さらに、ＣＴＩ画像データを作成するように適応させ得
るＣＴＩプロセッサ（１６０）、及び／またはＴＩＣ画
像データを作成するように適応させ得るＴＩＣプロセッ
サ（１７０）を含む。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波画像データを収集するための超音波装置（１１０）と、
　超音波画像データをコントラスト強調３次元（３Ｄ）または４次元（４Ｄ）画像に変換
するためのプロセッサ（１３０）と、
を備える超音波撮像システム（１００）。
【請求項２】
　ＣＴＩ画像データを作成するように適応させたコントラスト断層撮像（ＣＴＩ）プロセ
ッサ（１６０）と、
　ＴＩＣ画像データを作成するように適応させた時間強度曲線（ＴＩＣ）プロセッサ（１
７０）と、
のうちの少なくとも一方をさらに備える請求項１に記載の超音波撮像システム（１００）
。
【請求項３】
　超音波画像を収集するための方法であって、
　超音波画像データを収集する工程と、
　超音波画像データを３次元（３Ｄ）または４次元（４Ｄ）コントラスト強調画像に変換
する工程と、
を含む方法。
【請求項４】
　ＣＴＩ画像データを作成するように適応させたコントラスト断層撮像（ＣＴＩ）プロセ
ッサ（１６０）と、
　ＴＩＣ画像データを作成するように適応させた時間強度曲線（ＴＩＣ）プロセッサ（１
７０）と、
のうちの少なくとも一方を提供する工程をさらに含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　超音波画像データを３Ｄまたは４Ｄコントラスト強調画像に変換するためにコントラス
ト強調薬剤を提供する工程をさらに含む請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　ＣＴＩ画像データを作成するように適応させたコントラスト断層撮像（ＣＴＩ）プロセ
ッサ（１６０）と、
　ＴＩＣ画像データを作成するように適応させた時間強度曲線（ＴＩＣ）プロセッサ（１
７０）と、
のうちの少なくとも一方を提供する工程をさらに含む請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　超音波画像データを３Ｄまたは４Ｄコントラスト強調画像に変換するためにコントラス
ト強調薬剤を提供する工程と、
　コントラスト強調画像を用いて超音波画像データを３Ｄまたは４Ｄコントラスト強調画
像に変換する工程と、
をさらに含む請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　ＣＴＩ画像データを作成するように適応させたコントラスト断層撮像（ＣＴＩ）プロセ
ッサ（１６０）と、
　ＴＩＣ画像データを作成するように適応させた時間強度曲線（ＴＩＣ）プロセッサ（１
７０）と、
のうちの少なくとも一方を提供する工程をさらに含む請求項７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は全般的には、ヘルスケア環境における３次元（３Ｄ）及び４次元（４Ｄ）コン
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トラスト撮像に関する。具体的には本発明は、超音波テクノロジーを用いた３Ｄ／４Ｄ画
像に対してコントラスト撮像を適用し診断の確度及び効率を向上させるためのシステム及
び方法に関する。ユーザは以前の検査からの患者画像に基づいて患者の画像を観察するこ
とが可能である。
【背景技術】
【０００２】
　臨床またはヘルスケア環境は要求が厳しい込み入った環境である。したがって、超音波
テクノロジーを用いた３Ｄ／４Ｄ画像に対してコントラスト撮像を適用し、目下のまたは
以前の検査からの患者画像に基づいてユーザが患者の画像を観察できるように効率を改善
させると極めて望ましいことになる。さらに、３Ｄ及び／または４Ｄコントラスト撮像を
用いて患者をより正確に診断する能力は、施術者及び／または技師並びに患者にとって大
きな価値がある。
【０００３】
　超音波は、産科撮像、並びに例えばとりわけ腎臓結石、末梢血管疾患、頚動脈狭窄（脳
卒中の原因となり得る）、深部静脈血栓（脳卒中、冠動脈閉鎖、肺動脈塞栓症の原因とな
り得る）の処置及び／または発見において重要な役割を果たす。超音波はまた、例えばバ
イオプシーやドレナージなどの画像ガイド下介入で用いられる。
【０００４】
　超音波テクノロジーは高周波数音波を用いて身体内の軟部組織構造をリアルタイムで視
覚化する。超音波画像は静的な２次元（２Ｄ）画像として観察されてきた。しかし現行の
テクノロジーでは、３Ｄ画像とリアルタイム観察の３Ｄ画像（すなわち、４Ｄ画像）の両
方が利用可能である。
【０００５】
　３Ｄ／４Ｄ撮像によれば、２Ｄテクノロジーに比べて幾つかの利点を提供することがで
きる。例えば、超音波画像を３Ｄ／４Ｄで観察すると、診断過程に特有の情報及び視点を
提供することによって診断過程を大きく強化することが可能である。３Ｄ／４Ｄ像がより
明瞭になることにより複雑な構造に対してより容易な判断を提供できるため、３Ｄ／４Ｄ
画像を利用すると不正確な診断を大幅に低下させることができる。３Ｄ／４Ｄテクノロジ
ーをボリュームデータと結合させれば関心対象組織を複数の角度から解析することが可能
となる。３Ｄ／４Ｄテクノロジーを用いると、２Ｄ走査では可能でなかったコロナル像面
及び解剖学的ビューを得ることが可能となる。さらに、３Ｄ／４Ｄテクノロジーによれば
ボリュームデータからの視点の増大を通じて完全な検査が可能となるため、診断を効果的
に行えるようなより良好な定性情報及び定量情報を得ることが可能となる。３Ｄ／４Ｄ撮
像を用いると、すべての観察面が再現可能（すなわち、バーチャルな患者）となる。３Ｄ
／４Ｄテクノロジーによれば、検査時間の短縮、患者待機時間の短縮、並びに全体の検査
手順の高速化を可能にすることができる。
【０００６】
　さらに４Ｄ撮像は、別の３Ｄ撮像診断過程と比べてさらに別の利点を提供することがで
きる。４Ｄテクノロジーによれば、動いている対象物や臓器に対するリアルタイムの診断
を実施することが可能となる。４Ｄ撮像は胎児診断の確度を向上させ得ることがある。こ
れは例えば、胎児の成長に関する結論を定めることを可能にするような胎児の運動パター
ンの観察を施術者及び／または技師に対して可能とさせることによっている。超音波ガイ
ド下バイオプシーでは、４Ｄテクノロジーにより３つすべての画像面において針の動きを
リアルタイムで完全制御できるために、診断確度を大幅に向上させることができる。
【０００７】
　３Ｄ／４Ｄ超音波撮像テクノロジーは今日、多くの超音波システム上で利用可能となっ
ている。しかし、超音波コントラスト撮像を用いた３Ｄ／４Ｄテクノロジーの利用に対し
ては大きな臨床的恩恵が存在する。コントラスト撮像によれば極めて細い血管内の血流が
視認可能となる。コントラスト撮像では、静脈を通過する血管内にコントラスト薬剤が注
入される。一般に、身体内でコントラスト薬剤が継続するのはわずか数分間である。コン
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トラスト撮像は注入後直ちに実施される。病変を検出し分類するためにはコントラスト強
調剤の動的変化が用いられる。超音波トランスジューサは、コントラスト薬剤が身体内に
ある全体時間にわたり病変上に維持しておく必要がある。３Ｄ／４Ｄコントラスト撮像に
よればボリューム全体においてコントラスト情報を取り込めるため、ユーザは腫瘍の周囲
の血管像を視覚化することが可能となる。さらにこれによれば、標的の病変上に超音波ト
ランスジューサを維持することが容易になる。３Ｄ及び／または４Ｄ画像を用いたコント
ラスト撮像によれば、施術者及び／または技師はコントラスト強調を監視することによっ
て腫瘍をより容易に特定することが可能となる。
【特許文献１】米国特許第６６８８１７７号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　３Ｄ／４Ｄテクノロジーは、患者内の異常の検出及び視覚化を支援するために医学専門
スタッフによって利用される。３Ｄ／４Ｄ画像を用いたコントラスト撮像は、医学専門ス
タッフが患者の診断を適正、有効かつ効率的に行うために必要となることがある。超音波
テクノロジーを用いた３Ｄ／４Ｄ画像に対してコントラスト撮像を適用するためのシステ
ム及び方法によれば超音波検査の効率及び確度が向上する。したがって、診断確度の改善
、並びに目下のまたは以前の検査からの患者画像に基づいて施術者及び／または技師が患
者の画像を観察できるような効率の改善が得られるように超音波テクノロジーを用いた３
Ｄ／４Ｄ画像に対してコントラスト撮像を適用するためのシステム及び方法に対する要求
が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の機構に関するある種の実施形態では、超音波撮像システムは、超音波画像デー
タを収集するための超音波装置と、超音波画像データをコントラスト強調３Ｄ及び／また
は４Ｄ画像に変換するためのプロセッサと、を備える。本システムはさらに、ＣＴＩ画像
データを作成するように適応させることが可能なＣＴＩプロセッサ、及び／またはＴＩＣ
画像データを作成するように適応させることが可能なＴＩＣプロセッサを備えることがあ
る。
【００１０】
　別の実施形態では、超音波画像を収集するための方法は、超音波画像データを収集する
ための超音波装置を提供する工程と、超音波画像データを３Ｄ及び／または４Ｄコントラ
スト強調画像に変換するためのプロセッサを提供する工程と、を含む。本方法はさらに、
ＣＴＩ画像データを作成するように適応させることが可能なＣＴＩプロセッサ、及び／ま
たはＴＩＣ画像データを作成するように適応させることが可能なＴＩＣプロセッサを提供
する工程を含むことがある。
【００１１】
　また別の実施形態では、３Ｄ及び／または４Ｄコントラスト強調超音波画像を収集する
ための方法は、コントラスト強調薬剤を提供する工程と、超音波画像データを収集するた
めの超音波装置を提供する工程と、コントラスト強調薬剤を用いて超音波画像データを３
Ｄ及び／または４Ｄコントラスト強調画像に変換するためのプロセッサを提供する工程と
、を含む。
【００１２】
　別の実施形態では、３Ｄ及び／または４Ｄコントラスト強調超音波画像を収集するため
の方法は、超音波画像データを収集する工程と、超音波画像データを３次元（３Ｄ）また
は４次元（４Ｄ）コントラスト強調画像に変換する工程と、を含む。
【００１３】
　さらにまた別の実施形態では、３Ｄ／４Ｄコントラスト撮像システムは画像データを収
集するための超音波装置を含むことがある。本システムはさらに、画像データを、３Ｄ画
像と４Ｄ画像の１つまたは幾つかであるような１つまたは複数のコントラスト強調画像に
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変換するための３Ｄ／４Ｄプロセッサを含むことがある。さらに本システムは、ｉ）１つ
または複数のコントラスト強調画像、ｉｉ）ＣＴＩプロセッサを用いた１つまたは複数の
再構成ＣＴＩ画像、及び／またはｉｉｉ）ＴＩＣプロセッサを用いた１つまたは複数のＴ
ＩＣ曲線を表示するように適応させた１つまたは複数のディスプレイを含むことがある。
本システムはさらに、画像データを保存することが可能な１つまたは複数の記憶サーバを
含むことがあり、この画像データは、コントラスト強調画像（複数のこともある）、ＣＴ
Ｉ画像データ、ＴＩＣ画像データ、再構成ＣＴＩ画像（複数のこともある）、及び／また
はＴＩＣ曲線（複数のこともある）を含む。
【００１４】
　追加的な実施形態では、３Ｄ／４Ｄ画像に対してコントラスト撮像を適用するための方
法は、超音波装置が収集した画像データを３Ｄ画像及び／または４Ｄ画像であるような１
つまたは複数のコントラスト強調画像に変換する工程を含む。本方法はさらに、ＣＴＩプ
ロセッサを用いた１つまたは複数のコントラスト強調画像に基づいた１つまたは複数の再
構成ＣＴＩ画像、及び／またはＴＩＣプロセッサを用いた１つまたは複数のコントラスト
強調画像に基づいた１つまたは複数のＴＩＣ曲線を作成する工程を含むことがある。さら
に本方法はまた、コントラスト強調画像（複数のこともある）、再構成ＣＴＩ画像（複数
のこともある）、及び／またはＴＩＣ曲線（複数のこともある）を１つまたは複数の記憶
サーバ内に保存する工程を含むことがある。本方法はさらに、コントラスト強調画像（複
数のこともある）、再構成ＣＴＩ画像（複数のこともある）、及び／またはＴＩＣ曲線（
複数のこともある）を表示する工程を含むことがある。
【００１５】
　またさらに別の実施形態は、コンピュータに対する命令の組を含んだコンピュータ読み
取り可能記憶媒体を含む。ある種の実施形態ではその命令組は、超音波装置が収集した画
像データを３Ｄ画像及び／または４Ｄ画像であるような１つまたは複数のコントラスト強
調画像に変換するための画像変換ルーチンを含む。この命令組はさらに、ＣＴＩプロセッ
サを用いて１つまたは複数のコントラスト強調画像に基づいて１つまたは複数のＣＴＩ画
像を再構成するための再構成ルーチンを含むことがある。さらにこの命令組はまた、ＴＩ
Ｃプロセッサを用いた１つまたは複数のコントラスト強調画像に基づいて１つまたは複数
のＴＩＣ曲線を作成するための作成ルーチンを含むことがある。この命令組はさらに、コ
ントラスト強調画像（複数のこともある）、ＣＴＩ画像（複数のこともある）、及び／ま
たはＴＩＣ曲線（複数のこともある）を保存するための記憶ルーチンを含むことがある。
この命令組はさらに、コントラスト強調画像（複数のこともある）、ＣＴＩ画像（複数の
こともある）、及び／またはＴＩＣ曲線（複数のこともある）を表示するための表示ルー
チンを含むことがある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　上述した要約、並びに本発明のある種の実施形態に関する以下の詳細な説明は、添付の
図面と共に読むことによってさらに十分な理解が得られよう。本発明の例証を目的として
、図面ではある特定の実施形態を示している。しかし本発明は、添付の図面に示した配置
や手段に限定するものではないことを理解すべきである。
【００１７】
　図１は、本発明の一実施形態により用いられる３Ｄ／４Ｄコントラスト撮像システム１
００を表している。システム１００は、超音波装置１１０と、画像プロセッサ１２０及び
／または３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０と、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０と、ボリュ
ーム信号プロセッサ１５０と、コントラスト断層撮像（ＣＴＩ）プロセッサ１６０と、時
間強度曲線（ＴＩＣ）プロセッサ１７０と、ボリューム計測プロセッサ１８０と、ディス
プレイ１９０と、を含む。ＣＴＩプロセッサ１６０は例えばとりわけ、画像カット信号処
理レベルコンポーネント１６２、時間ボリューム表示ＣＴＩ画像再構成コンポーネント１
６４、時間平面表示ＣＴＩ画像再構成コンポーネント１６６、及び／または空間ＣＴＩ画
像再構成コンポーネント１６８を含むことがある。システム１００のこれらのコンポーネ
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ントは、コンピュータ、医用システム、記憶デバイス、カスタムプロセッサ及び／または
別の処理ユニットなどの１つまたは複数の処理ユニット上で有線式及び／またはワイヤレ
ス式接続を介して連絡することがある。システム１００はソフトウェア及び／またはハー
ドウェアの形で実現されることがある。ある種の実施形態では、３Ｄ／４Ｄコントラスト
撮像システム１００を単一のユニットに一体化させており、また様々な形態で一体化され
ることがある。一実施形態では、システムのユーザは、医師、音波検査者、施術者、技師
、別の病院スタッフ、その他であることがある。したがってその技術的効果は、３Ｄ及び
／または４Ｄ超音波撮像におけるコントラスト薬剤を用いた強調診断機構である。
【００１８】
　システム１００は、超音波テクノロジーを用いた３Ｄ／４Ｄ画像に対してコントラスト
撮像を適用し、診断確度の改善、並びに以前の検査からの患者画像に基づいて施術者及び
／または技師が患者の画像を観察できるような効率の改善を得るための解決法を提供する
ために使用することができる。音波検査者、施術者、技師、あるいは超音波検査を実施す
る別の病院スタッフは３Ｄ及び／または４Ｄ画像を用いることが多い。これらの画像は、
異常の検出及び視覚化に関して医師を支援するような解剖構造に関する像を提供すること
が可能である。３Ｄ及び／または４Ｄ画像を収集する間に身体内にコントラスト薬剤を注
入して使用すると、医師や施術者が患者異常に関する診断の支援を受けることによって大
きな臨床的恩恵が提供される。例えばコントラスト撮像では、極めて細い血管内の血流が
視認可能となる。コントラスト強調剤の変化を時間の関数として監視すると、例えば腫瘍
の特定及び分類に関して重要な診断情報を提供することが可能である。一実施形態では、
３Ｄ及び／または４Ｄ画像の例には、例えばとりわけ多重平面画像、曲線面画像、ボリュ
ームレンダリング画像、ｆｌｙ－ｔｈｒｏｕｇｈ画像ビュー、ｆｌｙ－ａｒｏｕｎｄ画像
ビュー、最大強度投影、及び最小強度投影が含まれる。例えばとりわけサジタル像とコロ
ナル像が、本発明の一実施形態による多重平面画像ビューの例である。当業者であれば、
多くの種類の３Ｄ及び／または４Ｄ画像、並びにそこからのビューの部分組が存在するこ
とを理解されよう。言及した３Ｄ／４Ｄ画像及びビューの種類は一例であり、本発明を限
定しようとするものではない。
【００１９】
　一実施形態では超音波装置１１０は、超音波トランスジューサを電子式、機械式及び／
または手動式で制御し関心領域のボリューム画像をスイープすることによって３Ｄまたは
４Ｄ画像を収集する。単一ボリュームの収集によって１つの３Ｄ画像が形成される。ある
時間量以内に多重ボリューム画像を収集すると１つの４Ｄ画像が形成される。その画像が
電子式または機械式に収集されている場合、ユーザは例えば、ディスプレイ１９０を用い
て超音波トランスジューサが使用する情報を入力して超音波検査を実施することができる
。例えば、ディスプレイ１９０を用いて電子式または機械式超音波検査を実施して超音波
トランスジューサを制御する場合、ユーザはこのディスプレイを用いて、例えばとりわけ
関心領域、収集ボリュームの角度、収集品質（収集時間により指令される）、主要収集面
（例えば、長手方向か横断方向か）、収集するのが３Ｄ画像か４Ｄ画像かのうちの１つま
たは幾つかを決定することがある。一実施形態では、コントラスト薬剤を動脈に入れたと
きにコントラストを用いた超音波検査を実施する間では、血管全体のコントラスト画像が
得られるように探触子スイープ方向を血流の方向と一致させることがある。４Ｄコントラ
スト撮像では、少なくともその早期フェーズにおいて、その探触子を単一指向性にスイー
プさせ、ユーザが血流を基準としてスイープ方向を制御できるようにすることがある。
【００２０】
　一実施形態では、ディスプレイ１９０は例えばとりわけ、超音波検査の結果作成された
画像に関する観察及び対話のためにユーザにより使用されており、また超音波装置１１０
を電子式で制御する場合、ディスプレイ１９０は超音波検査の実施のために使用されるこ
とがある。ある検査からの画像は、ディスプレイ１９０上にある（あるいは、ディスプレ
イにアクセス可能な）プログラムまたはアプリケーションであるような画像ビューア上に
表示されることがある。一実施形態では、３Ｄ及び／または４Ｄ画像は例えばとりわけ、
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断面像として表示させること（すなわち、独立の直交する３つの３Ｄ／４Ｄ面のそれぞれ
を２Ｄで観察すること）、及び／または３Ｄ／４Ｄボリュームレンダリング画像として表
示させることが可能である。検査からの画像を観察しながらユーザは、例えばとりわけボ
リューム信号プロセッサ１５０、ＣＴＩプロセッサ１６０、ＴＩＣプロセッサ１７０、及
び／またはボリューム計測プロセッサ１８０に関連付けされた１つまたは複数のアプリケ
ーションを用いて、例えば画像ビューの変更、画像内に生じ得る異常の位置特定のための
画像情報の絞り込み、及び／または時間強度曲線４００のグラフ作成（４Ｄ画像の場合）
を行うことがある。ボリューム信号プロセッサ１５０、ＣＴＩプロセッサ１６０、ＴＩＣ
プロセッサ１７０、及び／またはボリューム計測プロセッサ１８０に関連付けされたディ
スプレイ１９０上にある（あるいは、ディスプレイにアクセス可能な）プログラムまたは
アプリケーションであるような１つまたは複数のアプリケーションは、画像ビューアと一
体化させることや、別のアプリケーションとすることがある。一実施形態では、ディスプ
レイ１９０は例えばとりわけ、画像プロセッサ１２０及び／または３Ｄ／４Ｄプロセッサ
１３０、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０、ボリューム信号プロセッサ１５０、ＣＴＩ
プロセッサ１６０、ＴＩＣプロセッサ１７０、並びに／あるいはボリューム計測プロセッ
サ１８０も包含することがある。画像プロセッサ１２０及び／または３Ｄ／４Ｄプロセッ
サ１３０、ボリューム信号プロセッサ１５０、ＣＴＩプロセッサ１６０、ＴＩＣプロセッ
サ１７０、並びにボリューム計測プロセッサ１８０は、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４
０、あるいはＰＡＣＳワークステーションその他のワークステーションなどのディスプレ
イ１９０上のソフトウェア及び／またはハードウェアの形で実現させることがある１組の
コマンドとすることがある。一実施形態では、システム１００の音波検査者やその他のユ
ーザは３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０内に保存された以前の検査を観察し変更するこ
とがある。一実施形態では、ディスプレイ１９０は例えばとりわけ、タッチパネルディス
プレイ、音声制御式ディスプレイ、ボタン、ノブその他により使用するディスプレイ、及
び／またはキーボード／マウスにより使用するディスプレイ（例えば、コンピュータ）と
することがある。
【００２１】
　一実施形態では画像プロセッサ１２０は、超音波装置１１０からの画像データを２Ｄ画
像に変換するために用いられる。３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０は、超音波装置１１０また
は画像プロセッサ１２０からの画像データを３Ｄまたは４Ｄ画像に変換するために用いら
れる。一実施形態では画像プロセッサ１２０は、超音波装置１１０からの画像データを２
Ｄ画像に変換し、その後でこの２Ｄ画像データがプロセッサメモリ（３Ｄ／４Ｄプロセッ
サメモリ１４０や単独のメモリ）及び／または３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０に送られて３
Ｄまたは４Ｄ画像に変換される。別の実施形態では超音波装置１１０は、画像データを直
接３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０に送っている。さらに別の実施形態では画像プロセッサ１
２０と３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０は、超音波装置１１０からの画像データを２Ｄ、３Ｄ
及び／または４Ｄ画像に変換することが可能な１つのコンポーネントとなるように一体化
させることがある。
【００２２】
　一実施形態では、音波検査者その他のヘルスケア専門スタッフが患者に対する超音波検
査を実施しその画像データが画像プロセッサ１２０及び／または３Ｄ／４Ｄプロセッサ１
３０により変換された後に、検査からの画像を保存するために３Ｄ／４Ｄプロセッサメモ
リ１４０が使用される。さらにこの３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０には、３Ｄまたは
４Ｄ画像の再構成、ＴＩＣ曲線５００の生成、あるいは３Ｄまたは４Ｄ画像のレンダリン
グ時に音波検査者その他のヘルスケア専門スタッフにより作成されることがある超音波検
査画像の作成または変更用のパラメータも保存されることがある。別法としてまたは追加
として、この３Ｄ／４Ｄ画像は例えばとりわけディスプレイ１９０上、及び／またはＰＡ
ＣＳサーバ、データベース、ライブラリ、その他の一般メモリとし得る３Ｄ／４Ｄプロセ
ッサメモリ１４０上に保存されることがある。この３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０は
さらに、例えばとりわけ画像プロセッサ１２０及び／または３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０
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、ＣＴＩプロセッサ１６０、ＴＩＣプロセッサ１７０、並びに／あるいはボリューム計測
プロセッサ１８０のうちの１つまたは幾つかを保存することがある。３Ｄ／４Ｄプロセッ
サメモリ１４０は、ディスプレイ１９０と一体化させることや、単独のシステムとさせる
ことがある。一実施形態では、３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０が目下の検査において保存し
た画像はディスプレイ１９０上に表示される。別の実施形態では、目下の及び／または以
前の検査からの保存画像は、システム１００のユーザの命令時のディスプレイ１９０によ
る指令に応じてＣＴＩプロセッサ１６０、ＴＩＣプロセッサ１７０、及び／またはボリュ
ーム計測プロセッサ１８０のうちの１つまたは幾つかに送られる。
【００２３】
　一実施形態では、ボリューム信号プロセッサ１５０は、ボリューム画像に対する（例え
ば、ユーザ指令時のディスプレイ１９０からのコマンドに従った）信号処理を実行するた
めに用いられる。ボリューム信号プロセッサ１５０は信号処理を用いて画像ボリュームを
強調すると共に、ユーザに対して当該データから最大の情報量を得ることを可能にする。
一実施形態では、ユーザはボリューム信号プロセッサ１５０を用いて例えばとりわけ、表
面テクスチャのスムージングや強調、透明度の最小化または最大化、並びにレンダリング
済みのボリューム画像に対するクラジエント光の増減を行うことがある。例えばユーザは
ボリューム信号プロセッサ１５０を用いて、ボリュームの透明度を最大化し画像ボリュー
ム内の高密度物体の観察をより容易にし、これにより音波検査者あるいは医師が患者を診
断する能力を向上させることがある。
【００２４】
　一実施形態では、３Ｄ／４Ｄコントラスト撮像システム１００はＣＴＩプロセッサ１６
０を用いて、画像１６２に対する信号処理及び／または時間ボリューム表示１６４、時間
平面表示１６６による４Ｄ画像の再構成、並びに／あるいは空間表示１６８による３Ｄま
たは４Ｄ画像の再構成を行う。例えば患者に対して超音波検査を実施した音波検査者は、
時間平面表示で再構成したＣＴＩ画像２００、時間ボリューム表示で再構成したＣＴＩ画
像３００、及び／または空間表示で再構成したＣＴＩ画像４００の観察を希望することが
ある。
【００２５】
　図２は、時間平面表示によるＣＴＩ画像２００を表している。時間平面表示によるＣＴ
Ｉ画像２００は、ユーザ選択の各ボリューム内あるいは時系列内のすべてのボリュームで
同じ画像面を表示する。この画像面は、ボリューム内において任意の向き及び位置で選択
することが可能である。同時に表示させる画像が多すぎる場合、ユーザはノブまたはキー
を用いて全画像内をスクロールすることが可能である。時間平面表示によるＣＴＩ画像２
００は、画像２００がある時間期間にわたるものであるため４Ｄ画像（すなわち、ある時
間期間にわたる複数の３Ｄ画像）を用いて再構成することが可能である。図３は、時間ボ
リューム表示によるＣＴＩ画像３００を表している。時間ボリューム表示によるＣＴＩ画
像３００は、時系列内のすべてのボリュームにおける同じ画像面を組み合わせることによ
って形成したボリューム画像を表示する。時間ボリューム表示によるＣＴＩ画像３００は
、画像３００がある時間期間にわたるものであるため４Ｄ画像（すなわち、ある時間期間
にわたる複数の３Ｄ画像）を用いて再構成することが可能である。時間平面表示２００及
び時間ボリューム表示によるＣＴＩ画像３００は、医師や音波検査者にとって有用となり
得る。というのは医師や音波検査者はコントラスト強調剤の変化を、例えば腫瘍の特定及
び分類を支援するような時間の関数として監視できるためである。
【００２６】
　図５は、空間表示によるＣＴＩ画像５００を表している。空間表示によるＣＴＩ画像５
００は、１つのボリューム内部の複数の画像面を表示させる。空間表示によるＣＴＩ画像
５００は、１つの３Ｄ画像か４Ｄ画像からの１つのボリューム画像かのいずれかを用いて
再構成することが可能である。空間によるＣＴＩ画像は、ボリューム内の任意の向きに沿
って形成させることができると共に、ＣＴＩ内の画像面は均等間隔となっている。画像面
間の間隔はユーザにより選択可能である。表示される画像面が多すぎる場合は、ノブまた
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はキーを用いて画像面内をスクロールすることが可能である。元の検査画像と後続の再構
成画像２００、３００、５００は、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０上に保存すること
や、単独の記憶サーバ（例えば、ディスプレイ１９０と一体化させた記憶サーバ）上に保
存することがある。
【００２７】
　一実施形態では、ＣＴＩプロセッサ１６０は画像カット信号プロセッサ１６２を用いて
画像カットに対して（好ましくは、ユーザ指令時のディスプレイ１９０からのコマンドに
従った）信号処理を実行する。画像カット信号プロセッサ１６２は信号処理を用いて画像
カット（または、面）を強調すると共に、ユーザに対して当該データから最大の情報量を
得ることを可能にする。一実施形態ではユーザは例えばとりわけ、画像カット内のある関
心エリアをスムージングするため、あるいは画像カット内部のある関心エリアの境界（ま
たは、構造）を強調するために画像カット信号プロセッサ１６２を用いることがある。例
えばユーザは、各画像面の周りの極めて薄いスライス内部をスムージングして画質を改善
させるために画像カット信号プロセッサ１６２を用いることがある。画像カット信号プロ
セッサ１６２は、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０から元の３Ｄまたは４Ｄ画像を受け
取ってこれに画像カット信号処理を実行することがあり、あるいはその３Ｄまたは４Ｄ画
像は、ボリューム信号プロセッサ１５０により既に強調された画像であって、ＣＴＩプロ
セッサ１６４～１６８の別のコンポーネントによる画像再構成の前に画像カットレベルに
おいてさらに強調を要するような画像とすることがある。ユーザが画像カット信号処理が
不要であると判定した場合は、その画像データはシステム１００のユーザが選択したＣＴ
Ｉ画像再構成コンポーネント１６４～１６８に対して直接送られる。
【００２８】
　一実施形態では、ユーザ指令時のディスプレイ１９０からのコマンドに応じて、３Ｄ／
４Ｄコントラスト撮像システム１００は４Ｄ画像データに対するアルゴリズムの実行（あ
るいは空間表示１６８によるＣＴＩのケースでは、３Ｄ画像データ若しくは４Ｄ画像デー
タのある瞬時のデータに対するアルゴリズムの実行）によって、時間ボリューム表示１６
４、時間平面表示１６６による４Ｄ画像の再構成、及び／または空間表示１６８による３
Ｄまたは４Ｄ画像の再構成を行う。画像データは、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０を
介してＣＴＩプロセッサ１６０に送られることがあり、またシステム１００のユーザの裁
量に応じて（ユーザがシステム１００に画質改善のための信号処理を実行するように指令
したか否かによって）画像カット信号プロセッサ１６２による変更を受けることがある。
一実施形態では、画像データが時間ボリューム表示によるＣＴＩ画像３００、時間平面表
示によるＣＴＩ画像２００あるいは空間表示によるＣＴＩ画像５００に再構成された後で
、これらの再構成画像２００、３００、５００がディスプレイ１９０に送られてその上に
表示される。別の実施形態では、再構成したＣＴＩ画像はさらに１つまたは複数のデータ
ファイルとして出力することができる。一実施形態では、データファイル及び／または再
構成画像２００、３００、５００は、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０上に保存される
ことや、単独の記憶サーバ（例えば、ディスプレイ１９０と一体化させた記憶サーバ）上
に保存されることがある。
【００２９】
　一実施形態では、ＴＩＣプロセッサ１７０を用いて、あるエリアまたはボリューム内の
平均コントラスト強度を時間の関数としてグラフ表示４００している。図４は、ＴＩＣ曲
線４００の一例を表している。一実施形態では、ユーザ指令時のディスプレイ１９０から
のコマンドに応じて、３Ｄ／４Ｄコントラスト撮像システム１００は、ユーザ選択のエリ
アまたはボリューム内部の平均コントラスト強度を計測し、各ボリューム画像における強
度を計算し、かつ４Ｄ画像データに対してアルゴリズムを実行することによって将来分析
のために時間の関数として強度曲線（ＴＩＣ曲線）４００をプロットする。別の実施形態
では、ＴＩＣ曲線４００はさらに、とりわけデータファイルとして（例えば、強度／時間
テーブルとして）出力することができる。画像データは、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１
４０を介してＴＩＣプロセッサ１７０に送られることがある。一実施形態では、画像デー
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タをＴＩＣ曲線のグラフ４００に変換した後、このグラフ４００はディスプレイ１９０に
送られてその上に表示される。一実施形態では、ＴＩＣプロセッサ１７０が作成したＴＩ
Ｃ曲線のグラフ４００及び／またはデータファイルは、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４
０上に保存されることや、単独の記憶サーバ（例えば、ディスプレイ１９０と一体化させ
た記憶サーバ）上に保存されることがある。
【００３０】
　一実施形態では、画像ボリューム内部にある関心対象エリアを観察するためにボリュー
ム計測プロセッサ１８０が用いられる。例えば、超音波検査からの３Ｄまたは４Ｄ画像を
観察した後、ユーザがボリューム画像内部の腫瘍のボリューム計測を希望する場合、ユー
ザはディスプレイ１９０を用いて腫瘍の境界を縁取りすること、またボリューム計測プロ
セッサ１８０を用いて該腫瘍を計測することがある。ユーザは次いで、ディスプレイ１９
０を用いて腫瘍構造を回転させて該腫瘍構造を任意の角度で観察することが可能である。
別の実施形態では、ディスプレイ１９０及び／またはボリューム計測プロセッサ１８０は
ボリューム画像内部にある腫瘍の境界を自動的に検出し、該腫瘍を表示しそのボリューム
を計測することがある。さらに別の実施形態では、ユーザがその断面（３Ｄ／４Ｄ画像は
直交するＡ、Ｂ及びＣの３断面形式表示させることが可能である）のうちの１つまたは２
つの断面から腫瘍境界を縁取りし、ディスプレイ１９０及び／またはボリューム計測プロ
セッサ１８０がこれ以外の断面で境界を自動的に検出することがある。
【００３１】
　操作の際に、コントラスト薬剤を注入された患者は、超音波装置１１０を用いて機械式
、手動式または電子式の走査を受ける。超音波装置１１０は画像データを画像プロセッサ
１２０に送り、ここで画像データは２Ｄ画像に変換される。次いで画像プロセッサ１２０
からの画像データは３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０に送られ、ここでこの２Ｄ画像データは
３Ｄまたは４Ｄ画像データに変換される。別法として、超音波装置１１０からの画像デー
タは直接３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０に送られ、ここで超音波検査からの画像データが３
Ｄまたは４Ｄ画像に変換されることがある。３Ｄまたは４Ｄ画像は次いで、３Ｄ／４Ｄプ
ロセッサメモリ１４０内に保存され、またディスプレイ１９０上に表示される。ユーザは
この画像をディスプレイ１９０上で画像ビューアを用いて観察する。患者の観察及び診断
のためにユーザは、ボリューム信号プロセッサ１５０、ＣＴＩプロセッサ１６０、ＴＩＣ
プロセッサ１７０及び／またはボリューム計測プロセッサ１８０を用いる。ＣＴＩプロセ
ッサ１６０またはボリューム計測プロセッサ１８０を用いる場合、音波検査者その他の施
術者は、ボリューム信号プロセッサ１５０を用いてボリューム画像に対するボリューム信
号処理を選択してこれを実行し、当該ボリューム画像の画質を向上させることがある。Ｃ
ＴＩプロセッサ１６０を用いる場合、音波検査者その他のヘルスケア専門スタッフは、画
像カット信号プロセッサ１６２を用いて１つまたは複数の画像面に対して画像面信号処理
を実行し１つまたは複数の画像カットの品質を向上させることがある。さらにＣＴＩプロ
セッサ１６０を用いる場合、音波検査者その他のヘルスケア専門スタッフは、時間ボリュ
ーム表示（４Ｄ画像の場合）１６６、時間平面表示（４Ｄ画像の場合）１６４、及び／ま
たは空間表示（３Ｄ画像または４Ｄ画像の瞬時画像に対する場合）１６８でＣＴＩ画像再
構成を観察するように選択することがある。再構成画像２００、３００、５００（ＣＴＩ
プロセッサ１６０から作成）、ＴＩＣ曲線４００（ＴＩＣプロセッサ１７０から作成）、
あるいは再構成ボリューム計測画像（ボリューム計測プロセッサ１８０から作成）は、再
構成画像２００、３００、５００、ＴＩＣ曲線４００、または再構成ボリューム計測画像
の作成に使用した任意のパラメータと一緒に３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０に保存さ
れる。その後の任意の時点で、システム１００にアクセスする音波検査者や施術者は、保
存しておいた画像やグラフを３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０から取り出し、ＣＴＩプ
ロセッサ１６０、ＴＩＣプロセッサ１７０、及び／またはボリューム計測プロセッサ１８
０を用いてさらに解析及び／または追加画像の作成を行うことができる。
【００３２】
　図６は、本発明の一実施形態による超音波テクノロジーを用いた３Ｄ／４Ｄ画像に対し
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てコントラスト撮像を適用するための方法の流れ図６００を表している。
【００３３】
　先ず工程６１０では、音波検査者その他のヘルスケア専門スタッフによって超音波検査
が実行され、１つの画像または画像群が作成される。例えば音波検査者は、関心領域のボ
リューム画像をスイープするために超音波トランスジューサを電子式、機械式及び／また
は手動式のいずれかで制御することによって超音波検査を実施することがある。単一ボリ
ュームの収集によって１つの３Ｄ画像が形成される。ある時間量以内に複数のボリューム
画像を収集すると１つの４Ｄ画像が形成される。その画像が電子式または機械式に収集さ
れている場合、ユーザは例えば、ディスプレイ１９０を用いて超音波トランスジューサが
使用する情報を入力して超音波検査を実施することができる。例えば、超音波装置１１０
の制御にディスプレイ１９０を用いて電子式または機械式超音波検査を実施する場合、ユ
ーザはこのディスプレイを用いて、例えばとりわけ関心領域、収集ボリュームの角度、収
集品質（収集時間により指令される）、主要収集面（例えば、長手方向か横断方向か）、
収集するのが３Ｄ画像か４Ｄ画像かのうちの１つまたは幾つかを決定することがある。一
実施形態では、コントラスト薬剤を動脈に入れたときにコントラストを用いた超音波検査
を実施する間では、血管全体のコントラスト画像が得られるように探触子スイープ方向を
血流の方向と一致させることがある。４Ｄコントラスト撮像では、少なくともその早期フ
ェーズにおいて、その探触子を単一指向性にスイープさせ、ユーザが血流を基準としてス
イープ方向を制御できるようにすることがある。
【００３４】
　工程６２０では、超音波装置１１０から収集した画像データが３Ｄまたは４Ｄ画像に変
換される。一実施形態では、画像プロセッサ１２０を用いて超音波装置１１０からの画像
データが２Ｄ画像に変換される。超音波装置１１０または画像プロセッサ１２０からの画
像データを３Ｄまたは４Ｄ画像に変換するには３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０が使用される
。一実施形態では画像プロセッサ１２０は、超音波装置１１０からの画像データを２Ｄ画
像に変換してから、その２Ｄ画像データをプロセッサメモリ（３Ｄ／４Ｄプロセッサメモ
リ１４０のことや単独のメモリのことがあり得る）及び／または３Ｄ／４Ｄプロセッサ１
３０に送って３Ｄまたは４Ｄ画像に変換させる。別の実施形態では超音波装置１１０は、
画像データを直接３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０に送っている。さらに別の実施形態では、
画像プロセッサ１２０と３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０を、超音波装置１１０からの画像デ
ータを２Ｄ、３Ｄ及び／または４Ｄ画像に変換することが可能な１つのコンポーネントに
一体化させている。
【００３５】
　次いで工程６３０では、３Ｄまたは４Ｄ画像が３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０上に
保存されると共に該画像がディスプレイ１９０上に表示される。一実施形態では、ユーザ
が患者に対する超音波検査を実施しその画像データが画像プロセッサ１２０及び／または
３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０により変換された後に検査からの作成画像を保存するために
３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０が使用される。さらにこの３Ｄ／４Ｄプロセッサメモ
リ１４０には、３Ｄまたは４Ｄ画像の再構成、ＴＩＣ曲線５００の生成、及び／または３
Ｄまたは４Ｄ画像のレンダリング時にユーザにより作成されることがある超音波検査画像
の作成または変更用のパラメータも保存されることがある。別法としてまたは追加として
、この３Ｄ／４Ｄ画像は例えばとりわけ、ディスプレイ１９０上、及び／またはＰＡＣＳ
サーバ、データベース、ライブラリ、その他の一般メモリとし得る３Ｄ／４Ｄプロセッサ
メモリ１４０上に保存されることがある。この３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０はさら
に、例えばとりわけ画像プロセッサ１２０及び／または３Ｄ／４Ｄプロセッサ１３０、Ｃ
ＴＩプロセッサ１６０、ＴＩＣプロセッサ１７０、並びに／あるいはボリューム計測プロ
セッサ１８０のうちの１つまたは幾つかを保存することがある。３Ｄ／４Ｄプロセッサメ
モリ１４０は、ディスプレイ１９０と一体化させることや、単独のシステムとさせること
がある。一実施形態では、３Ｄ／４Ｄプロセッサ１４０が目下の検査において保存した画
像がディスプレイ１９０上に表示される。別の実施形態では、目下の及び／または以前の
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検査からの保存画像は、システム１００のユーザの命令時のディスプレイ１９０による指
令に応じてＣＴＩプロセッサ、ＴＩＣプロセッサ、及び／またはボリューム計測プロセッ
サのうちの１つまたは幾つかに送られる。
【００３６】
　次に工程６４０では、ユーザがディスプレイ１９０と対話する。システム１００を用い
るユーザは、ディスプレイ１９０との対話によって超音波検査からの原画像を観察し、例
えばとりわけ該画像を回転させたり、画像内部にある様々な構造のズームインやズームア
ウトを行うことがある。４Ｄ画像を観察する場合にユーザはさらに、例えばディスプレイ
１９０に関連付けしたキーまたはノブを用いてボリューム単位で（ある時間期間にわたり
）４Ｄ画像ボリュームに目を通すことができる。さらにユーザは、元の３Ｄまたは４Ｄ画
像に対して様々な機能を実行し、患者を容易、迅速かつ効果的に診断することができる。
【００３７】
　例えばユーザは、画像ボリュームを強調するためにボリューム信号プロセッサ１５０を
使用することがあり、またこれによりユーザは当該データから最大の情報量を得ることが
可能となる。一実施形態では、ユーザはボリューム信号プロセッサ１５０を用いて例えば
とりわけ、表面テクスチャのスムージングや強調、透明度の最小化や最大化、並びにグラ
ジエント光の増減を行うことができる。例えばユーザは、ボリューム信号プロセッサ１５
０を用いてあるボリュームの透明度を最大化して、レンダリングしたボリューム画像内の
高密度物質の観察をより容易にし、これによって音波検査者や医師が患者を診断する能力
を高めることができる。
【００３８】
　別の例ではユーザは、ＴＩＣプロセッサ１７０を用いてあるエリアまたはボリューム内
の平均コントラスト強度を時間の関数としてグラフ化する（４００）ことがある。ユーザ
指令時のディスプレイ１９０からのコマンドに応じて、３Ｄ／４Ｄコントラスト撮像シス
テム１００は、４Ｄ画像データに対するアルゴリズムの実行による将来的な解析のために
、ユーザ選択のエリアまたはボリューム内部の平均コントラスト強度を計測し、各ボリュ
ーム画像内の強度を計算し、かつ時間の関数として強度曲線（ＴＩＣ曲線）４００をプロ
ットする。画像データは、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０を介してＴＩＣプロセッサ
１７０に送られることがある。一実施形態では、画像データをＴＩＣ曲線のグラフ４００
に変換した後、このグラフ４００はディスプレイ１９０に送られてその上に表示される。
一実施形態では、ＴＩＣプロセッサ１７０が作成したＴＩＣ曲線のグラフ４００は、３Ｄ
／４Ｄプロセッサ１４０上に保存されることや、単独の記憶サーバ（例えば、ディスプレ
イ１９０と一体化させた記憶サーバ）上に保存されることがある。
【００３９】
　ユーザはまた、ボリューム計測プロセッサ１８０を使用して画像ボリューム内部にある
関心対象エリアを観察することがある。例えば、超音波検査からの３Ｄまたは４Ｄ画像を
観察した後、ユーザがボリューム画像自体の内部のある構造の観察を希望する場合、ユー
ザはディスプレイ１９０を用いて構造の境界を選択することがあり、またボリューム計測
プロセッサ１８０を用いるとディスプレイ１９０は３Ｄまたは４Ｄ画像構造自体を表示さ
せることになる。ユーザは次いで、ディスプレイ１９０を用いて画像構造を回転させて該
画像構造を任意の角度で観察することが可能である。別の実施形態では、ディスプレイ１
９０及び／またはボリューム計測プロセッサ１８０は、ボリューム画像の内部にある構造
の輪郭を自動的に検出して表示させることがある。さらに別の実施形態では、ユーザが３
つの断面のうちの１つまたは２つの断面から腫瘍境界を縁取りし、ディスプレイ１９０及
び／またはボリューム計測プロセッサ１８０がこれ以外の断面で境界を自動的に検出し腫
瘍ボリュームを計算することがある。
【００４０】
　別の例では、音波検査者その他の施術者は、ＣＴＩプロセッサ１６０を用いて、画像１
６２に対する信号処理、並びに／あるいは時間ボリューム表示１６４、時間平面表示１６
６による４Ｄ画像の再構成、及び／または空間表示１６８による３Ｄまたは４Ｄ画像の再
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構成を行うことがある。例えば患者に対して超音波検査を実施した音波検査者は、時間平
面表示で再構成したＣＴＩ画像２００、時間ボリューム表示で再構成したＣＴＩ画像３０
０、及び／または空間表示で再構成したＣＴＩ画像４００の観察を希望することがある。
ユーザ指令時のディスプレイ１９０からのコマンドに応じて３Ｄ／４Ｄコントラスト撮像
システム１００は、４Ｄ画像データに対するアルゴリズムの実行（あるいは空間表示１６
８によるＣＴＩのケースでは、３Ｄ画像データ若しくは４Ｄ画像データのある瞬時のデー
タに対するアルゴリズムの実行）によって、時間ボリューム表示１６４、時間平面表示１
６６による４Ｄ画像の再構成、及び／または空間表示１６８による３Ｄまたは４Ｄ画像の
再構成を行う。画像データは、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ１４０を介してＣＴＩプロセ
ッサ１６０に送られることがあり、またシステム１００の音波検査者やその他のユーザの
裁量に応じて（ユーザがシステム１００に画質改善のための信号処理を実行するように指
令したか否かによって）画像カット信号プロセッサ１６２による変更を受けることがある
。
【００４１】
　次いで工程６５０では、ユーザ（例えば、音波検査者その他の施術者）によりシステム
１００に与えられたコマンドに基づいてディスプレイが更新される。ＴＩＣ曲線または再
構成画像が音波検査者その他の施術者により作成されたものである場合、これらのＴＩＣ
曲線、再構成画像、並びに該ＴＩＣ曲線及び／または再構成画像の作成に用いた任意のパ
ラメータは、３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ、ディスプレイ１９０、及び／または別の記憶
サーバに保存されることがある。例えば、画像データが時間ボリューム表示によるＣＴＩ
画像３００、時間平面表示によるＣＴＩ画像２００あるいは空間表示によるＣＴＩ画像５
００に再構成された後で、これらの再構成画像２００、３００、５００がディスプレイ１
９０に送られてその上に表示される。これらの再構成画像２００、３００、５００はさら
に、３Ｄ／４Ｄプロセッサ１４０上に保存されることや、単独の記憶サーバ（例えば、デ
ィスプレイ１９０と一体化させた記憶サーバ）上に保存されることがある。
【００４２】
　したがってある種の実施形態は、医師、音波検査者、その他の施術者の生産性を高め、
また患者の超音波検査において異常を観察し診断する能力を向上させる。高い生産性には
、診断を実施する速度が速いこと、並びに診断に基づき作成される報告書が正確であるこ
とが含まれる。
【００４３】
　本発明に関してある種の実施形態を参照しながら記載してきたが、本発明の趣旨を逸脱
することなく様々な変更が可能であると共に、等価物による置換が可能であることは当業
者であれば理解するであろう。さらに、多くの修正形態により、本発明の趣旨を逸脱する
ことなく具体的な状況や材料を本発明の教示に適応させることができる。したがって、開
示した特定の実施形態に本発明を限定しようという意図ではなく、本発明は添付の特許請
求の範囲の域内に入るすべての実施形態を包含するように意図している。また、図面の符
号に対応する特許請求の範囲中の符号は、単に本願発明の理解をより容易にするために用
いられているものであり、本願発明の範囲を狭める意図で用いられたものではない。そし
て、本願の特許請求の範囲に記載した事項は、明細書に組み込まれ、明細書の記載事項の
一部となる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の一実施形態により使用される３Ｄ／４Ｄコントラスト撮像システムの図
である。
【図２】各ボリューム内の同じ画像面を時系列で表している、時間平面表示によるコント
ラスト断層撮像の一例の図である。
【図３】すべてのボリューム内の同じ画像面を時系列で合成させて形成したボリューム画
像を表している、時間ボリューム表示によるコントラスト断層撮像の一例の図である。
【図４】あるエリアまたはボリューム内の平均コントラスト強度を時間の関数として表し
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たグラフの一例である。
【図５】あるボリューム内の複数の画像面を表している、コントラスト断層撮像の空間表
示の図である。
【図６】本発明の一実施形態による超音波テクノロジーを用いた３Ｄ／４Ｄ画像に対して
コントラスト撮像を適用するための方法を表した流れ図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１００　３Ｄ／４Ｄコントラスト撮像システム
　１１０　超音波装置
　１２０　画像プロセッサ
　１３０　３Ｄ／４Ｄプロセッサ
　１４０　３Ｄ／４Ｄプロセッサメモリ
　１５０　ボリューム信号プロセッサ
　１６０　ＣＴＩプロセッサ
　１６２　画像カット信号プロセッサ
　１６４　時間ボリューム表示ＣＴＩ再構成コンポーネント
　１６６　時間平面表示ＣＴＩ再構成コンポーネント
　１６８　空間表示ＣＴＩ再構成コンポーネント
　１７０　ＴＩＣプロセッサ
　１８０　ボリューム計測プロセッサ
　１９０　ディスプレイ
　２００　時間平面表示によるＣＴＩ画像
　３００　時間ボリューム表示によるＣＴＩ画像
　４００　ＴＩＣ曲線
　５００　空間表示によるＣＴＩ画像
　６００　流れ図
　６１０　工程
　６２０　工程
　６３０　工程
　６４０　工程
　６５０　工程
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